
南箕輪村産業課

今後(10年後)の南箕輪村の農業を
どのように継承・発展させていく
か皆さんで考え、話合いましょう
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私たちの農業・農地の未来を創る
「地域計画」の策定が始まります

お問い合わせ　TEL：0265-72-2176
E-mail：nousei-c@vill.minamiminowa.lg.jp



Q このままだと南箕輪村の農業の
　「現在の働き手」はどうなる？

　農林業センサスによると、南箕輪村の2020年の基幹的農業従事者数は
297人で、10年前より約1割減少しています。
　このうち、70歳以上の働き手は約6割です。この農業者は、10年後に
は80歳を超えることから、農業者の高齢化が急加速、担い手が大量にリ
タイアしてしまうことが懸念されます。
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※基幹的農業従事者とは…ふだん仕事として主に自営農業に従事している者をいう。



Q 地域計画ってどんなもの？

　10年後、地域の農業をどんな農業にしていき
たいか、大切な農地を、どう守り、次の世代に
つないでいくかを話し合い、地域の皆さんの希
望する方向を明らかにする計画です。

Q 地域計画の中身は？



　自分が耕作できなくなったときに、農地をだれかに託さないと農地は荒
れてしまいます。
　託す相手が、担い手であれば農地は末永く安定的に活用され、地域の農
業振興、農村景観の維持が期待されます。
　このため、貸したい人の農地を、借りたい人に的確に橋渡ししていくこ
とが大切です。そのためには、皆さんのお考えを
お聞かせいただくことが必要です。
　皆さんが所有又は耕作されている農地について、
どうなっていたらいいでしょうか？
　この機会に、ぜひ考えてみてください。

　農地を耕作する人が減少している中、南箕輪村の農業、農地を今後どう
したら将来に継承していけるのかについて、今後、話し合いを行います。
　お住まいの地区や、所有している農地のある地区で「地域計画の話し合
いをするよ！」と声が掛かったら、ぜひ、お仲間と一緒に参加してくださ
い。
　その時点では自分に明確な考えがなかったり、いいアイデアがなくて
も、たくさんの皆さんに参加いただき、いろいろな意見や話を聞いてるう
ちに、きっと良い考えが生まれます。（”3人寄れば文殊の知恵”とも言い
ますよね！）
０　　　　　　　　　　自分が生まれ育った「ふるさとの農業、農地へ
　　　　　　　　　　の思い」を共有し、将来どんな状況になれば嬉し
　　　　　　　　　　いか、幸せに暮らせるか、次の世代につなげるた
　　　　　　　　　　めにそれぞれ何ができるのかを、地域の皆さんで
　　　　　　　　　　一緒に考えましょう。

地域の話し合いにご参加ください

南箕輪村の農業を継承していくために


